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諌早湾漁場調査結果報告書

~諌早湾におけるタイラギ資源減少の原因調査~ 

A.はじめに

翠単湾において射コ持、業の中心として撮擁されてきたタイラギの持獲量が平戎3年度に大

憾に減少したことにともない、地元誇業者は諌早湾干拓事業との関連を指摘するととも位、

タイラギ換の存司君、の療関について調査することさと菌、県に求めた。

このため、練早誇干拓事「或所l立、平成 5年度から学識経験者、行政担当者、漁業者かちな

る諌早縄漁場顎査委員会会設重し、この助震、指導を得ながち単年度毎に欝査委緬をたて、

結果を検討し、調査内容を改良しゥつ平或 8年度まで欝査を行ってきた。

本報告は、各年震の瞬査結果をもとに給合的なとりまとめを行ったものである。

毒事多虻のところ、本とりまとめに捺し、助言、指導を頂いた秦委員長及む嚇捗加頂いた各

委員猷FU御協力頂いた関保機関に深甚なる欝意を表する次第である。

九州農政局

諌 早 湾 干 拓 事 務所長

.... 
z・-・唾幽幽
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諌早湾干拓事務所 所長)
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(敬調略、委員は、最終委員であり、 ( )は、過去搬つって頂いた委員、役職である。) 
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B.課査概要

平成5年夏から平成8年農民かけての鵡査内容は次のとおちである。

平成� 5年度には、� 11克にタイラギが色題、する患震の水の動きを提接するため車騒流況、

水混・議分の調査を行うとともに幼・成果の現存量調査を行った。

平戒6年変かもは、タイラギの幼・成良の現存量調査及び浮遊幼生の密度、幼生の着底と

稚長の生残の状況を寵愛するための欝査を� 7月から� 11尭にかけて行うとともに、水準・草

分、底j欝水葉、器質、底生主物の調査を最も環境カ帯化すると思われた� 7肘￥ち� 10月にか

けて行った

平成7年葉、平成3年度には、平戒8年麦の調査内容に加えて諌早湾内民生室、するタイラ

ギの成馳決態の調査並びに幼・或鼠の現帯量追鱗調査を行った

以上の内容を整理すると調査実路開廷は我� 1-1.2、菌� 1に示すとおちである。本謁査に先

立ち平成3年度~平成4年夏広実施された議査についてもあわせて示すe

査 し た項議と時期

平成3年捜平戒4年度平戎5年度� 平戒6年捜� 平成7年喪 平或8年度� 

11~ 
環 7叩� 3月� 

8~ 

8~ 

7-9月 

7-8月 

7-9月 

11月

号-s月� 

11~

月

足

月

晃

一

月

見

月

月

完

月

4

4

1吋
崎
一

4
叫
江
-
一
�
 打
�
 

J

M

9

 

11月 7-8~ 

8-9月 -

4

1

4

0

0

F

n

o

-

-

d

E

境 11月� 11月� 8-9~ 

8-9月 

7叩� 8月� 

タ

イ

ラ

ギ

8-9J3 

11 月 11 J3 11月� 11月� 

11月� 11月11月� 

忌-8月

3 




表1-2 調査内容一覧表

項欝 調査年変 麓査g

鑑識諸説 手或5年度� 11/15叩� 

水準・議分 平成5年麗� 

平成6年夏� 

平成7年度� 7/14，� 

平成8年夏� 7/16，� 

成勝水質 平成6年度� 8/31，� 

平成7年度� 

平成8年麗� 8/20，� 

車鷺 平成3年夏� 11/12，� 

平或4年度� 11/18，� 

6年変� 

平成7年度� 8/30吋� 

平成8年痩� 8/20，� 

忠生生物 平成6年度� 8/31叫� 

平成7年度� 8/4，� 

平成8年度� 7125，26 8/20，� 

部遊幼生 平成6年度� 7/8，� 

平成7年度� 7/14，� 

平成S年裏� 7/16，� 

箸庇種員 平成6年夏 お131-9

平或7年度� 81弘5 8/30-9

平成S年度� 7125，26 8/20，� 

詰ー或員 平成3年度� 11/12，� 

平成4年農� 11118， 

平成5年度� 11/23哨� 

平成6年度� 111ト11 

平成7年度� 11/14-17 

平成8年度� 11/16-:-18 

幼・成員遺跡 平成7年度� 2/15 3/1 

平成8年護� 5/27 6/24，� 

或熟慶 平成7都農� 

平成8年護� 5/27 6/24，� 

出
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註}タイラギの等生生物・外接鵠査は、手或4--8年変(J)幼・成長鰭査において、採取されたタイラギむついて英雄
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岡国圃

.有明海のタイラギ持獲量の推移

近年続取  49年~平成立年)の有明揮(福岡、佐賞、部語号、熊本各県の栴丹掲におけ

るタイラギ鴇獲量を衰え図 2，こ示す。

宥暁樺全体て:f土搬J2万トン弘との漁獲が昭和51、弘、 55年の3年間で見られたが、これ

を徐くと多い年で5，∞0.-.，，7，∞0トン、少ない年前土200.-." 1，∞Gトンと大きい変動を示してい

る布昭如時三からの変化を見ると、昭和9，...，.，58年、昭和9.......平拠年、平成年以瞬と周期的

に増・識の変動を示しているように患われるが、漁獲量は一貫して被針演向にある。

3，12番:(2持5トン〉、昭和395，:13番(1年51に漁獲が多カミった年を見ると、佐賀が昭和:1期 

anン)、昭和田年(3番 :5，140トン〉、話関は昭和54年(1番:2，913トン)、昭和5年 (2番 :2，782トン)、

51、昭和lトン496，:8番(2トン)、昭和伴103，:9年(1番55川、熊本は昭和725，1番:(3年1昭和  

年 (3番:2，303トン)であった。一方、長崎は昭和54&手(噂:5，199トン〉、平鵜年(2番 :3，796トン)、

平成元年(3番 :3，658トン)のJ壌に多かった。昭事日51-55年に料ずて操獲量が多刊現向は4県でほ

ぼ一致した。しかし、類本では昭和57年以捧鴇獲が主観〉して田複しえ立し、という他の3県とは

異なる傾向を示した。福間、性賀、長崎3県では、昭和田年以降の増捌漬向の中で、昭秘l

年と平成年にピークを持つ点、は一致したが、部時の換獲が最も多くなると雷う若干の相違

を示した後、平成#矧後は開擦に減少した。その後、佐賀、福岡では平榔， 9年に1，∞0ト

ン以上に複帰したが、長崎のみ樹叢せず、平成年12月からは資諒水準の低下のため休識に

歪り、そのまま平成12明こ歪っても休帯品輸むている。

長崎は、これまでも、昭和 50，57年なと糧問や佐賀に比べて諜獲定当Pなかったことはある

が、このように 8年間も連続して持獲ができなかったこと i訪りてな治めたことであり、こ

れまでとは性賓を異にする現象ではなむ泊五と考えられる。このことは、諌早湾iとおける鰐係

諦諜者の祷業経営に探刻な影響を与えている。 
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〆多命pij

表� 2 有明梅のタイラギ漁獲量吟経年変化
(単位:トン}

長ド 長線膏号待 佐野実勢 橿野実暗号 貴紳靖明� ヌ務者明 合計� 

続柄� 49 3臼� 612 Iri s 1，悌4
50 む?� 595 2， 85 1.例記� 4，認容 

51 2，従i5 は� 395 1.725 2，双)3 2 19.890 
52 113 2， 吉412， 1.292 2，0必� 6 1.931 
53 1，811 2，総4 L叙)5� 1.948 おま� 1，810 
54 5，199 12.301 913 2， s.省調5 議調B 29，掛� 

55 821 2， 140 5， 7822， 1ω 9， 156 忽主総� 

56 者38 L鐙� 7 符嘗 2，225 118 4，む8 
51 * 96 1.473 618 議)3� ω 3.倍。
58 1.ぼぬ� 169 259 125 2，203 
59 銃器� 355 172 146 1，501 
60 1，冬初� 146 172 72 2.幻吉

61 1.m 129 2， 1.3>> 74 5，幻8 
62 553 1，8!:治 851 52 3.355 
63 017 3. 銃犯� 銀臨� 7l 5，∞4 

平成� 1 三銭i8� 154 η8 43 5，173 
2 3.796 ゑ従!2 1.034 31 之343

3 1.233 2，宮76 L伝費3 60 5，鈎9
4 403 1.潔調書 実調B 46 2，鉱7 
5 
6 

67 'm 》司自� 11 123 

134 9s 15 244 
7 343 必i5� § 814 
s 245 2， 1.4調B 51 a鴻6 
9 1，宍rz 1.394 246 3.432 

10 お3 認5 1偲� 1.181 
11 ?努 175 笛 319、rき身"薫震であるため歩考艇であ込

2.漉護AI-::'灘広縁以外《織決を含むものであさ』
3..長崎菊帯四議5年から� 11停まで体議している.

低換r:矧磁t滑シサ欄ご制する漁業動向。l.IJ嶋政局勝機報締� jただい砲事055年徳間有明・佐費務執昭和57年楓線開、

昭事民総長手長崎糊にそ潟、君主� f象旅秘密掛命線(;h誠禽初端鮒情報事蕗努� J) 


お� 1.事1-;1弘
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25000 

入� 20000 1-夫議有甥� 
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械

製15000 
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D.干拓工事の実能状況

諌早湾干搭事業の位置をど国3-Hこ前酒率直圏在留3-2に未れ

諌早湾湾奥部を締め切る瀬受堤前i土全長約7キロメートノレで、自黙の石材と砂を築堤材製

とし造られている。工事は主として海上工事により行い、諌早縄湾口部甫岸よちに蕗砂地を

確保し、工事に主要な秒の採取を行うとともに、資材運懇船により、築議材料の運搬を?行っ

た。

工事に伴う漁場への影響としては、海上工事iこ{半う濁りの発金、並びに、捺砂iこ伴う揺砂

地周辺の地形変化及び底震の籍球立イ;己主2続念された。このため、工事の実擁に当たっては、採

砂は、濁りが出来るだけ出ないようにグラブ濠諜工法を採毘し、さらに瀦りの拡散を少なく

するためにグラブ枠を施し、機器まで汚濁防止膜を設置したよで施工した。築感司訓ずる敷

砂は、濁りの発生省と抑えるため、特殊憎襲去最(円筒状の簡を機底面近くまでおろし、砂投下

時の濁りの発生を跨ぐもの)を使沼し鑑工した。加えて、漁業者の意見をもと i功r行調整(湾

内に入出域する隻数・条{牛なののよ、資材運搬船等の駒子を行った。

潮受堤坊に保る工事は、平成元年慶治=ら訴験堤路工事に、平成3年度から研J採取工事に着

手しており、これらに合わせ資材運機船等の樹玲開始した。誤験場関工事は平指年度前

半iこ完了し、瀬受寝坊の本格的な工事蕃手は平成4年度の後半からとなり、この後、資本才運

鱗詰等の航行及び議底からの探砂が大きく輪自した。

干拓事業に係る石材・砂の使用数量民平成元年、 2年度は各年度約 11万 d、平成 3年

度i訴さ 19 万 d、平成 4 年度i誠司 43 万 d、平成 5 年変iま暴力 146 万 d、平成 8 年震i諒~20宮

万 d、平成 7年度は約 120万 d、平成 S年度は約 90万 dであった。

築築工事の進捗伏況を函 3":'3に示す。平成 9年 4月 14自の仮締興りまでに、約1.2kmの

瀬止区関を除き標高 3mまでの築堤を行ってお号、標高 3mまで築堤が進んだ時期は区間別

に、①北制~北部排水門まで{約 O.伽):平成 2年度、②北頭排水門~京験謹防まで〈約 

2.3回J:平成 7年慶、各車場結較(約な 2km):平成 3年度、告藤場蝿肪~粧と区間まで保3

1.百ffiU:平成 3年境、⑤南部留除問~高岸まで〈約 0.9凶:平成  2年度であった

平成医科月 14自に叡締切ちを行い、壊高7mまで、の築堤を進め、平戒11年3月に完投するに

至った 
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E.生息環境調査� 

(1)底瀧流況

諌早湾内の底騒澱完iこついては、平戎5年� 11月に函4に示す湾内� 2点、湾口部� l点の調

査点を設けてまと1mにおいて、インベラ…型車言諮問転向流速計(アンヂラ一流速計開C脳)

を用いて� 15昼夜の連続鵜査を行った。

諜五点における流速ベクトル、流速の経時変化、� i坊・東方分速は調資� I図� 1-1'""3(1'""

5頁)に示した。� 

Wl 

灘:!t境衛

W3 

w2 

rbp 

醤� 4 底 騒 読況 調 査 点征雄な位震は調資E表� 11(288民参照のこと〉

涜向・流速の出現頼度i玄関� 5-1、平均大潮期の底謹流祝は図� 5-2に示すとおりである。

各欄琵長とも最大流速3Ocm/s以上を示してお号、平均大瀬期の窓屠流況かち、上げ潮時に

は湾外南側から湾外水の流入、下げ潮時には湾外南部への流出があり、湾問部では朝鴇

全体の流れに号iきずられ高向きの調旬をと示していた。名調査4長での調教解析の結果は表計l 

'""3に示すとおりであり 諌早湾内の底謹話祝は完全な半日周潮型であるといえる。� 

ー
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寸 前融問1)�  / 

-日舟…叩叩刊、

東方分速 ~防分速
長戦 ~オlâ 軸

潮 流 速 避角 読速 避角 方向 揖諸 遊角 i方向 流道長 選角� 

(cm1s)~) I(cm!s)~) I~ )(儲/諒~) i~ )(cm/s) ~) 

互1 I 2.-29 313.5 I 0.82 273.2 2.38 309.9 I 164. 0 0.51 9‘0 394.7 

0.88159.7306.2 1 66 1. 69.72 I 1. 00 25 1. 317.3 I 59 1. 01 I 36.2 

P1 I 0.76 313.51 0.27 273.21 74. 0 0.79 309.91164. 0 0.17 39.9 

330. 0 29O.85. 9 240. 0 1 1.∞355. 9 2! 1. 00 24 1. Q1 I O. 30 343. 8 i 
滋2 I 18.40 符4.� 6 I 8. 36 359. 2 ! 65. 6 20. 20 355. 4 I 155. 6 O. 61 265. 4 

52 I 7.91 26.9 I 20. 1 邸.� 9 8. 59 O. 37 115. 9 9 6. 39 25. 9 i 15 3. 

5 2. 5 0.74 112. N2 I 2.20 36.9 ! 2. 38 10.4 i 42. 5 3.16 22.5! 13 
115. 9 O. 10 156. 9 25. 9 I 34 2. 66. 9 i20. 1 O. 92 26. 9 I 2.15 昭� 

169.00.1665 259.0 l 4. 1 1. 64 79.4 i 0.20 204. 5 1 274. 1 1. M4 I 
0.2000 270.8 ! 4. 5 1. 54.9.6I 27認0.2289.911.∞4I 路� 0.8 

s)(cm!09 1. ~)247.8 1(<儲/詰.4-0s)l(cm!c I -1. o

3-2 調和解軒結果(語蕊保舵〉

東方分速 ヰと方分速 楕 月 要 難
-分 長 軸� 獲 軸

瀬 涜速 瀧角 避角 流速 選魚 方� 1詞 流速 遅角� 

(cm!s) ず) ぞ〉� (cmls) ) ¥' ¥') (CIIV's) ¥') 
ま1 2.76 299.7 21 1. 怨� 9.4 部� .5 3.01 2見� o l艶� 5 0.20 総� O 

01 O.部� 317.9 0.91 276. 7 47.8 1. 25 Z費量� .1 131.8 0.47 瓜� l 

P1 0.92 ~お.7 0.40 お� 9.4 66ι 1.∞ 298.0 1邸� '.5 立� σ7� 28.0 
Q1 0.02 17.0 0.45 307.6 0.9 0.45 90.9 0.02 37. 7 
舵� 10.46 2.8 64. 2 23.66 353.2 154為� 2 1.94 263.2 

52 8.49 21.4 4. 39 36.1 63.1 9.51 24. 5 153.1 1. 00 お4.� 5

泣� 2.14 お� .2 77 2. 7 5. 36.6 3.39 16.4 126.6 0.86 1描� .4

ロ� 2.31 2 4 1. 1. 20 36‘� l 63.1 2.59 24. 5 153.1 0.27 泊4.� 5
胤� 07 1. 54. 9 0.24 147.4 270.6 07 1. お4.� 8 0.6 0.24 144. 8 

MS4 0.54 57.6 0.18 112. 7 78. 5- 0.55 60.6 168.5 0.14 330.6 

C -1. 70(c宮内〉� -1. 28(cm!s) 233.0 ~) 2. 13 (cm!s) 
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表� 3--3 鋼需解折結果繍牽究開)

東方分速 ヰ防分葱 持 丹 要 素

分� 長 軸 護 事議

潮 捷速 選角 遅角 流速 選角 務葱 議角� 
(cm!s) r}lit(畦:cm!速s) r} 〈伺/s} r ) 方r s} r) 

まl 39 1. 之泊290.5187.81.55I298.12.28 
 20.5 220.5 

01 144.3 14.3 1.18 234.3 

P1 O. 76 298. 1 i O. 52 187. 8 I ~お'.5 0.79 130.5 20.5 0.46 220.5 

Q1 O. 44 92. 2 I O. 94 お5.4_ 1.03 258. 7 65.4 168. 7 
11。‘� 
位� ぎ0.606 1. 6 22.55 177.3 1認1.10 357. 6 ! 4.5622. 
 7.3 
S2 84 204.2 13.6 2.37 114.2 9. 283. 6 O!158.18 3. 10 27. 7 i‘9


89 1. !4 1.
 7.92.96 4 303. 9 i277. 9 2.97 226.4 1.87 316.4
N2 
昭� 2.47 27.7 1 O. 87 158. O! 283.6 2.54 204.2 13.6 0.64 114.2 

縦� O. 41 155. 3 I O. 51 153. 4 I 38.8 O. 66 154.2 128.8 244.2
01。‘� 
路4
 .0偲42 198.0 77. 7 0.06 l1. 7.7鈍，38 1. I28.50.31 

ξ -2. 20 (cm!s) -o.18(cm!s) I265.3 r) 2.20(cm!s) 
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以上の結果から、諌早湾では脚流が卓越し、� 12時問題頬の往復流があり、日本全箆沿岸港


沖誌(1銘5) 1) ~こ示される有明海の流況特性とほぼ間様である。患層において 3Ocm/s 法上の流


速を来していた。
 

(2)水濃・援分� 

1)15感夜連続の水温・塩分髄査

平成� 5年� 11月� 1513--30誌にわたって、底層水の動きをと把躍するため留かlに示す� 

St.曹1.W2及び需の� 3地主にインペラー製自詑式流向涜速計に数り付けた水準密会計に

より、患麗流況顕査にあわせ底上� 1mの水瀧・塩分を連統語iJ定した。その結呆は歯トl 

--2 ，こ示す通りである。各課五官、の水温と密封ま半日周期の上昇・下降を繰り返し、潮

汐と同概していた唱すなわち、西琉(湾内流入j時同く瀧・勝治上昇し、東淀(湾外

読出)時に下降した。水温・議分は湾口部の調査点、の方問~奥部の襲五萩より高く、水

温・議5J'-q)滞期的変北は海外水の撤汐による出入によるものと考えられる。この罵期変

化は大滞期に顕著であるが、� d報期lこは不明瞭となっていた4 

2)水温・臨をの鉛蛮分布読査

平成� 5-8年にSTD水。塩会鞄こより行った唖調査位置は菌� 6-1.2に示す。平成五持〆

一・ ーは、思運航譲査にあ吋~y空巴タ料亭遊幼金調査にあわせとタ欄

に鵠査を行つむなお、平戒5年は、満額時、上げ潮時、干潮時、下げ潮時の4田、平� 

向)
n/(α

15 




成6 年間樟期時3回、干潮時3題、平成8年は溝潮時のみ4@Jとした。7，� 

平成� 5苧の調査では、講潮時と上ぜ額時の結果は、上下層の差をみると水混

は� 0-0.4
0
C、壌分辻� 0-0.8で一擦な分布を示した。一方、千頭時と下げ額時の

上下腐の差をみると水準法� 0----2.50 C、準分は� 0----2.2で、湾中央部� (01........05)で

は小さく湾口部{成おめでは大きくなるという持違があった。これは、海弓歪F

芝盟主塑宣重品監は社め、上層と下騒の差以きくなるためである。

これらの状況のー椀として� 11月� 17自(満潮時〉の� 01と問、� 11月� 24日(干潮

時)の� 01と加を比較して冨ト1，こ示す。その詳細は窮資� I薮� 2-2(26.......29頁)

の通りである。

車成� 6年以降の調驚続果の平均値、標準寵差を表� 4，5に示す。水混と塩分の

上下j欝の差は� 7月と� s去を比べると、� 7J:lの方が大きい。調査点 14，B における

平成� 8年� 7月� g日{満潮時)と平成� 6年� 8月� 7S (満潮時)の結果を示した菌� 

Sすから分かるように、7足は下患の水撮が抵いために上下舗の差が大きくなり、

塩分は逆に下騒が高くなっている。満潮時と干瀬時の比較で誌、湾奥部で満期

時の方が大きい。その状況の一例として誇奥部の調査点� 14と湾口部の調査点B

における平成� 6年?丹� 22日の満需要時と干潮時の水準、塩分の鉛草分布を図� 8-3

に示す。これはミ湾奥部では満潮時に下躍の水識が大きく低下し、犠分i主義く

なるため上下腿の差が大きくなったものである。

ヂ担空Z旦凶器の調和空空塑訪問、湾の北側で帯側の調査点よちも

低権分になる傾向がみられ、表面海水の謹分が� 12.7まで低下した。題� 8-4に塩

分変北が大きかった小長井沖の湾口部北側調査点� lと変化会主少なかった湾口部

講頓IJ調査点� 3の水混塩分の斡直分布を示す。これらの詳績については競資� I表� 

2-3.......5 (30----45真)の通りである。

水温、塩分の上下識が大きくなる場合、上書より下麗において、� 11月i士、水

温、進分とも高く、� 7，8月は、水i畿は偉く、犠分は高い嶺向を示しており、下麗

で塩分が、上麗よちも高く念る額向は一致した。これは、期汐流によって下屠

じ湾外水が流入することを恭すもので、前述した苧均大観期におけるま屠流速

の大きさとも関連する現象と患われる。外気渥の影響を受ける上潜水瀧と童三響

の少ない湾外水の水涯との差が大きい� 7足立大きい鉛叢差が認められたものと

えちれる。

なお、平成� 7年� 7月� 14S'こ認められた護分譲潜は、降熊iこよる淡水の涜入に

よってよ着が低境分化したために形成されたものと考えられる。� 
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表4 夏季の水温分宥
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表� 5 夏季の塩分分布
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之寝車窓動'j:，.平成6年度7/8、7ノ22は5地札価ま8地寄与但」水掃の傍係でデータ数カ羽唯U場合i'j:，.()内にi"....，数を記した� 

以上の結果から諌早湾内の水温、塩分は、潮汐によって規則的な経時変化を示すことが

明らかとなった。オ姐・島全の鉛産分布に関しては、特に満潮時に下層で高塩分となる煩
-----一一一一←一一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一「一 一

向型竺られ丸これは、潮慨による貰竺湾外水の流入によ郊の遺品と騨

流速盟主主とも期する現明塾生きち降雨の影響を受けやすく、降雨後lこ塩
一 一一一ー一一一

分躍層が発達することが平成� 7年� 7月� 14日の観測から推定される。水温は、外気温の影

響を受ける上層水温と影響の少ない湾外水の水温との差が大きい7月に大きし喧白直差が認� 
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倒閣酬幅 �  
μ 伊開 閉�  

(3)悲着水嚢

底麓水質の競査は、平成� 6.-.，.，8年の� 8J!来に行った唱樹くi土、獣く土iこよち海車窓訴さ� 

0.5mでバンドーシ保水器を横にして問端の護を閉じるという方法で仔い、思騒水の還り、

鞠明駿紫畿、植物ブランクトン量を調査した。調五点は図9に未ずとおり底生生物調五夜

と間様に設定したq その結果は表6-1、関� 10-1，2に示すとおりである(植物ブランクトン

の欝議の詳細は鵠資� I表� 3-2'-'.4(錫~関東〉拳照のこと)。 
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題号 車謹水費調 査 点

調査点の正雑な技量i主翼資斑表� 11(288東〉参熊のこと}� 

1)濁り(Ss(浮遊物質斡、VSS(揮発性写遊物質動)� 

SSf土、表6-1をみると各伴とも寵査点� 4，6"で比騨句少なし頓向がみられる。一方、

平成8年の譲査では、湾南側の寵五点� 5，きで� 25mg九、.39喝九、湾中央部81で25mg/L、

誇口部北鑓の諜査点1で34略九と高る怪主瀬瀦され、事戒7年では湾南部の鵡蕊萩5，17

で25碍� /L、58略/L、平成S年では語牽在6，き，� 11，17でお.-.，.，50湾えと高川護会報諾さ

れたQ

底層水の ss は、泥分が多い調室t.~9，11，17で高川島港関され、海水の動きによる

底泥の巻き上げが生じているものと考えられるが、砂分が多い調五点� 5でも高川底力2観� 
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測されることもあり、患質との聞に一定の横向は認めちれなかった。年によっても変動

が大きく、一症の傾向は認められなかった。

悲麗水の濁りは、生物起源の待機物(生体及び呪骸の分解過程にあるもの)と、鉱物

質の土粒子等から態或される。者犠物の多くは強熱下で COz.ぬとして蒸散するためその

分が裁量宇る。この接量分を問(議紙上に残った浮遊懇鴻換を鍛℃で垣量となるまで

燃焼させた時の減量分)として表来している。 

ss値に対する V岱値の審ゅは、平成 6年 14-44話、平成 7年 12-39話、平成8年 16 

........40覧で、各年ともほ国司じ様な割合であった。年毎の平糊直は表か2に示すとおりで、


諌早誇思議の浮遊揚中の宥積物は 23-25%であった。 

2)∞備特酸素牽

表 6刊に宋すとおり、平成 6明立 2.8-7.3時九、平成 7年は4.1へ-6.0略凡、平成 S

年は4.4-5. 8時九であった。∞は生物の生題、条件として重要な水質項目であり、水産

黒木基準(1995年版〈拍器本水産資諒保護協会.1995) 2)では、内湾換場の笈季底層に

おける水生生物保護のための基準は溶容援棄量で4.3均九以上としている。本調査時の

患膚の IXH土、調達乞~ 11. 14.B1 (事成 8年)及び 17(明新年〉を齢、て、擦な良好な檀(4.3 

時九以上)であった。しかし、平成 6年の調査萩 14では 2.8mg/Lと低川齢5みられた

が、これはtN朝の最干潮時であり、このような時には潮汐流の大きい諌早鴻でも∞到底

くなることがあると}i!!Jつれる。

以上の結果から、底議水の濁ちは、襲五長あるいは年によって一定制鞍需拡認ゐちれ

なカ Lった。 VSS/SSも年度開に相違は認められな治めた。

次に∞については、平成 6年にノj報開に  3点で、平成 7年には大潮期に l点で、水

産用水基準以下の抵川踏ま認められた。ただ、平成 6年に∞カ滑かった調車長 14 f土、

明裳?、 g年iこタイラ坊主現存した数少なる噂総長であ号、揺えて悲し慌志穂められて

いない他の多くの韻蕊義で-7イラギの生悪ぷ認められていな凡 
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表6-1 成署水の本質

項爵¥調査点 工� 4 5 6 r 6A 9 11 14 17 E B1 

ss包ザL) H6 34 11 25 11 明� 7.1 39 18 7.1 13 叫� 25 

m 7.4 10 25 5.1 7.1 叩� 8.5 4.7 5.0 58 7. 7 
HB 13 6.2 17 26 4.5 ー� 32 50 19 41 19 

VS S (mg/L) H6 7.3 4.4 4.0 2.1 一� 3.1 6.7 2.7 1.6 1.8 

m 1.6 之2 5.0 2.0 2.0 叫� 1.2 1.7 0.6 8.4 1.8 
部� 3.5 2.2 3.7 5.3 1.8 ー� 5.7 7.9 3.9 6.7 5.0 

DOu聡!L)� Eお� 6.5 5.4 6.1 5.4 7.3 4.7 3.1 2.8 5.9 
m 5.8 4.9 5.4 5.6 5.7 叩� 5.2 6.0 5:2 4.1 4.7 
毘� 5.1 4.8 4.9 4.9 5.8 司� 4.9 4.6 4.4 5.0 4.8 

植物 穣出�  43 35 38 35 一� 42 37 45 却� 25 34 
プランクトン 類貯 指� 34 36 43 47 '静  35 47 37 25 37 

数回 認� 21 19 10 23 ー� 8 9 12 14 17 

線 部� 28 13 10 14 明� 26 9.0 20 8.9 20 ー� 15 

胞� m 1.8 2.8 3.2 2.5 6. 7 ー� 3.9 5.0 1.7 3‘2 3.5 
数耶 。‘7 0.5 0.5 0.4 2.3 山� O. 7 0.4 0.5 0.8 0.6 

註) 1.謡物プランクトンの細胞数は (x 10.細脂/L)である。� 

2.各年度の調査おは次のとおりである。平成� 6年は� 8月� 31日--9 }J1日で小潮期、平成� 7i容は� 8
月� 30臼の大潮期、平成� 8年裏は� 8 }J20--21 13の小調理期

表か2 底麓水の路S/SSの平均値� 

s d Nな1

0.1∞
 一m
m
m

日6 立233 

H7 0.230 O.ωG 

H8 0.253 0.093 

訪� m:平均{底� sd:標準備意� N:標本数� 
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(4)悲賞

底質擁査は図 11~こ示す地表で行った。議水土がアクジ/レパイプを海誌に差し込み柱状

詩科会採取したq 議査時期は、平成3-4年は幼・戎貝採捕調査にあわせ� 11月に、平成S 

-8年は審車稚貝調査にあわせ8月iこ行った。

採致した詩附士、ふるしゅ析及び沈郎主析によち粒裏試験を行うとともに、強熱減量、� 

c∞(化特色酸紫要求長野硫f識を測定した。結果の群締は謁資立衰4-2-9(61""'175頁)、

まとめ泣表?に示す。� 
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図� 11 思 費 調 査 点� 

簿誼点の正確な位鐙は課驚E表� 11(288売参照のこと〉

1)泥分(シノレト分+粘土分〉の変化

諌亭湾内の服質の分考棋士、明鵡.......8年の調護対果では、艶分'50%以下の場者の海誌は講琵長� 

4，5，B(商嬬沖の湾口部南側と調査保 6陣織缶東沖の湾民部北側に認められた。路湖%

以上の詫震の海底は輯盃記，� 14(湾北彊号、調五夜 6(湾中央部)、欝道忘却， 17(湾摺髄に

認められた。忠震の変化を泥会W変化という観献も検討向。

今臨(J)誘査に先行し、]31捻平五回年から譲査を行ってし、た点を加え、平鎗年から平話器年に

わたって比瞬きに連続して競査会計われている10患を運び、シノレト分、粘土分の変化を鯛資E

表4-5へ令 部-175頁〉によちまとめると、鶴見周12に示すようはなる。脇佳体としてみる

と大� lt変化は見られ会いが、路泊、ンノレト分と粘土分に分けて見ると� 1つの傾向が読み取れ

る。即ち、競牽長� 4，5，6"，Bのように変動が小さいものと議五春、� 1，6，9，11，14，17のように大� 
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きいものに分けられる。変動2大都精査点は協会主主� 70%以上の場所である。これら、変動

の大きい場所では平掬へ伴はシルト分が朝日し粘土創立減少してし、るが、逆に平成6""'"'8年に

は逆にシルト分が毎秒し、粘お士会 ~b握力5しているという領向がある。 

2)法質の化学的性状

強熱績は�  2.9""'"'11%、CODは4.8""'"'28略/慈、硫化物は� 0.01叶� .95mι/gであ号、泥

分と強繋報量、� COD、硫化物との関孫は国13の通り泥分の多い器質で高くなる傾向を示した。

この点は混質堆積物が多し靖暁港湾奥部の知見と同様である(古賀� 1鈎13))。

以上の農質寵査結果を整理すると以下のようになる。

粒度試験から、混分を講拾するシノレト分と粘土分の苦手拾に変化が見られた泥分が多し場所

で、泥分自体の割合には大都、変化法無カーったが、シノレト分会嚇少し、粘土分抑闘する、即

ち泥分が締敵fとする領肉が平成6--8年lこ制すて認められた

底賞の化学的1会決は調査を行った3年陪に変化は認められなカレった。

表7 農質謂査結果

項目¥誠意長� 1 4 5 6 6" 9 11 14 17 B 
提分G跡� H3 

E弘� 

H6 

H1 
部� 

77 
85 

89 
邸� 
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33 
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91 
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84 
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29 

一
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83 
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鑓� 
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67 81 
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27 
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18 

ー� 

8.1 

7.0 

硫イ自動(mgfg)� E量5 

H1 
i沼� 

0.60 

O.お� 

0.11 

0.09 

0.65 

0.01 

0.15 

O. 12 

0.06 

0.64 

O. 72 

0.21 

ー

0.21 

O. 15 

乱 部 �  
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0.83 

0. 4.0 0.67 

0.45 0. 4.0 

0.60 O. 77 

O. 78 

0.52 

0.95 

一� 
0.31 

0;20 

却し各年度の輯査日立~のとおりである。平織相指}3 3113 →}3213 で:r J瀬県平按7鎖抱月 30日の大瀬犠

平成S年鹿指見却....... 2113のA報開。
 

2.艶分とは灘資立にみられるシノレト分と粘土分の賀量百分率の合計である。� 

3.日3，押;ぉ~却C臥� H6-8領主トl旬以わ獣料による結黒� 

a・

27 




問削

表3 諌早湾患質試験によるシノレト分と粘土分の調査長期j年変化

(競資五表4-5---9(65---175貰による))
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(5)底生生物

底生生物調査は、平成6........8年に行った平成8年は8月� 31'"'"'吉見 2日にわたり� 1町、

平成7年はg月4-----6自，� 8月� 30百""'9月� 2日及び10月� 2""'"'3日、平成8年は7月25""26

日に調査した。19 13 9，20""'"'21 13 13 8日，

探集方法はスミス・サツキンタイヤ型採溜雲を用い、関� 14に去す� 12地長で底土を約� 

O. 1rrr探集し、� l組自合いのふるいでこし、ふるい上iこ残った生物を劃ペた。� 

A 

A 

14 6 
A I.d.B 1¥ 
11 ¥Bふ¥儲鴎� 

A A¥¥骨 l 

179 」� tA 

S 

図14 底生生物調査 点

領直点の正確な位態ま讃資盟表� 11(締罰参醸のこと)� 

1)出現隠見

真〉に示し、ま3(176""198........ 6--1末時期の底生金物出勤武況の詳細は親資盟表813各年
 

とめは表-9.bミび泥分との関~認を麗 15ぺ， 2 に示仁

平成5年� (8月� 31サ月�  2日)の調査瀦果でi士、罷五s4，5，14，B1で種類船主� 20種以
2以上であった。1m:;0.個体50て骨体教が17. B1 4.1，5，4上、龍五長� 

平成7年� (8 j}30日寸月� 2罰)での諜査結果では、調五長� 4.5.6"'，14.Bで種類都立� 

とであった。ιιぽ:;0.個非60で髄体数が14. B，11，5.6"'，4種以上、調査£長20

平成8年� (8月� 20，2113)での調査結果では、欝蕊れ.5で種類数が� 20種以上、調査

点4，5，6"'，14で個体教が� 50個体/0.ぽ以上であった。

提重忘れ，� 5 ~ま種類数、髄体数とも多く窓生生樹首の豊富な地長といえた。

吉袈(199 1)3}は� 1989年� 8月下旬から� 9丹上旬にかけて有明獲の湾奥部で窓生生物調査

を行っている。それによると、種類数は3........78種類、平均29種類/地長、留体数密度は3 

........2.480髄体:/0.1rrr、平均312僧体/な� 1m2であった噌今屈の諌明海のs丹末の調査では、

平成s年の種類数は、� 2......35種類、平均� 15種類/地点、{嗣体数密度i土、� 4"'-'2，123鰭体/� 
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0.1m2、平均264儲棒/0.1m2、平成7年の種類数i土、� 7-55種類、平均24種類/地夜、個

体数窓度は、� 8-762'傭体/0. 1m2、平均� 175髄体/0. 1m2、平成8年の種類数は、� 1-34種

類、平地� 14種類、髄体数密度は、� 3-158個体/0. 1m2、平均56鏑体/0.1nrとなっている。

このうち、平成6年の個体数密度は� 1識査点においてヤマホトトギスが大盤iこ出現したた

めに高くなったもので、これをど除けば的個体/0. 1m2となるq 諜亭湾の平成6-8年� 8月

末の平均は、� 18種競/埠夜、� 165督体/0.1nrで島り、有明海の湾奥域iこ比べ、諌早湾で

は種類数、個体数共iこ少なかった。諌明零の調査結果を前述した� (26貰)底震務沌考意

Eに示すように、混分が低いと種類数、額体数密度は餅21，15-して櫛守してみると、臨� 

し、高くなると両者とも誠少する額向が認められる。有!月海湾奥壌と諌明需でみられた相

違には問権域'.:l剖ナる底紫の相違が影響を与えているように謹われるが、これと共に年比

よる変動も影響している可能性が考えら士いこの点を明ら泊斗こするには湾海域における複

数年にわたる比較競査が立要である。

表� 9 底生生物の出現謝兄� (8足利

項関\隷琵~ 1 4 5 6 6 “ 6A 9 11 14 17 B B1 

種類数� f量3 17 23 35 ? 11 5 2 お� 11 一� 20 
領眼目Vo.lDi号 117 7 55 36 8 39 11 16 24 9 37 

H8 11 部� 34 7 18 ? 11 13 l 9 

備体数 描� 39 193 2，123 10 一� 28 7 4 95 槌� 51 
{値鯵翁i:IO.l前 誼7 8 762 認4 11 262 20 86 238 21 121 

E置3 45 65 l邸� 34 98 16 ー� 25 101 3 15 

ーー•• 多� 
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特
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お
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援
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懸
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G 
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次に、平成7，8年には夏季の変化をみるため平成7年l招月� --10丹、平胸年ば7月 寸JHこ

調査を行っており、その結果を図16-1，2及び17ぺ，� 2~こ示す。

平成7年の繍査で辻、泥分の多い輯軍長� (6，9，拐において種類数、個枠数共iこ少なく、� 

8月--10月にかけて種類数、舗部数共に減少する額向が認められた。砂分の多い欝盃長� (4，� 

5，6"，B)は撞類数、健体数共に多く、� 8J::l--1O月の識少韻向は認められな主Lった。

平戒S年の擁査では、� 7月--9月にかけてほとんどの頭車侭において種類数、留体数の減

少傾向濃められた混分の多し、調車部こおいて種類数、韓体数が少なし可動は平成7年

と関識であった。

弘上のとおち、提分の多い読牽萩では勝知多い調五位比較し、積類数、{麟数とも

少なく、夏季恐ヶ月聞の鶴棒数の減少頓[向が明瞭であった

平成7年と8年を詑較すると平成定年.7J::l調査に調悲札6において窓生生物の個体和滑

異的に多くなっている。これは、シズクガイが多数出現したためで、シズクガイは内湾奥

の泥底に最も普通お撃でおり、沿岸の宥被寺染域あるいは貧酸素状態にえとり易い所にも多

く出現し(北森� 19754
)) 、短期的な個体数の変動も大きいことが知られており、� 7月に高

密度期を、� S、9J::l ，こ減少期を捉えたものと考えられる。

窓生生物調査の申で出現したタイラギとサノレボク葱並がにそれらの遺骸についてとり

まとめて表10に示す。タイラギの出現は、平戒が料品個体平成7年間個体、平指年iこ2

個体であった唱出現した讃五樹立入いす"'.tt.も砂分の多い寵奪長であったサノレボウ類の出

現は、平成6年に13儲体、平成7年に35傭休平腐年に捻出現しなかった唱タイラギと関

識に砂分の多益事嵐長で多会主ったが、泥分の多い擁査点14でも出現した唱

平成g年i訪問実臆した溝該の調査では、タイラギ、サルボウ類ともにほぼ全地点で遺骸

がみちれた。� 
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表� 10 タイラギとサノレポウ類並びにそれらの遺骸の出動向先
単位:髄体数/O. l!i

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

境自¥難車長� l 4 5 6 6" 6A § 11 14 17 B B1 

タイラギ肱8 G G 1 G 一� G o O o 一� 3 

G o l G O O o O o O個体数� H7‘8 

1:17.9 o l o o 1 O o o G O 

O o o 。� o o O o G o 
思� 7

1:17.10 
。{吟� G 。{吟 。(分 l(分 o o 。(+)� O O 

l霊，，� 8 。(+)� ‘0(+) 1(+) c 。(+) G O 。(+) 。 。(+)

lIl.9 。{分 。(+) 。(+) 。(+) 。(+) o 。(吟� o o O 

サノレボウ 描� .8 G O G O 一 。� O o 13 O 一� O 

G 。� G G o o o o o. o類個体数1:17.8 
貯.9 o 2 o o 5 O o 19 l l 

日7.10 o o l o 5 O o G l o 
。(叫 。(+) 。{仲，.) 。{仲)� o(件+) o 。(件J 。(件+) 。〈村う 。(吟

一
一
一
一
一
一

O 

一
一
一
一7甑

一8 。(分 。(仲+) 。{今)。〈叫 。(件+) 。{吟t 。〈仲? 。〈分 。(+) 。(+)霊)，� 

一 G 。{村う 。(判→) 。(分。〈吋 。{吟 。{仲) 。(叫 o。(+)t産主� 9


部� L平減8
 を実絡5 
2. ( )内滋離郷捷米七(ゃ~ 10蹴球濡;(仲~ 1ト� l∞領糊靖;(時~ 1∞僧僻泣

2)底生生物相からみた識査点の特徴

叩平成乙吉年調査の夏季iこおける底生生物の種類数、個体数の詳細調髄表5.2，3(178 

.......198 時に示し、まとめは鴎16-1，2，関17-1，2'こ示した。以下に窓生生物相からみた


識査点の特徴を示す。

識査点4偶口寵滞債D

カキクモとトヂ、ヤマホトトギスなどの出現する地4主であり、平戒7年の2月初侮には

出演個体教が多b坊主、平織年の出現状況では7月にはカキ夕日げが鍍占し、出現舘

9，体数も多く、� 8 月には大きく按少していた唱

調査，部傍口宙滞債D

平成7年は各丹ともカキクエ日トヂ、平榔年は7， 8月にチヨノハナガイ、 9月 ~Xerapus 

sp. ぐをラアス属のー欝が優占し、年度により鑑占犠が変わるが、出現議類数、個体数と

も多く安定していた。チヨノハナガイはシズクガイと罰様、沿岸の有機寺染域、あるい

は黄酸素条件を生乙やすい所にも出現することで知られている二枚貝である〈北

森� 19754
)) 。

(湾中央部‘湾南領時.17，号6調査点� 

調五点.9，� 17(湾南側~)は夏季に量生生物の出現選類数、想体数会ち〉なかった。調査点 

6 (湾中央部)は平胸年の7月にシズクガイが大量に出現したが、� 8sJ以障は減少してお

り、出現議類数も少ないことから、調査点.9，� 17と同様の窓生生物の出現領向であるとみ

られる。� 
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調査部勿(期協Ij)

各月とも多毛類の心unh市1srislongifolia (Nン7~ 9ネロロンキ7才97)、練皮毅物のカキクモ

ヒトデが出現し、留体数変動は少なかった。 

Lumbrineris Iong衿iおは寝栄養化した瀦域の指標生物として知られている多喝類であ

る(北森 19754
)) 。カキクモとトヂは溝口に近い潮過しの良い砂泥底にお現すること

が知られている(堀越・菊池 1976円。

調査部4(湾北部j)

ダルマゴカイが優占し、個体数変動は少ない地点であった。ダルマゴカイは沖合水の

彰響岐に出現することが知られている(右翼民 19754
)) 。

以上の調議紬果から、湾口部南側の譲牽義，4，5と湾中央部北側の6"，14で窓生生物の種類

数、個体数共iこ多く、湾北錨の調五有ム湾中央自3調査点，6， 11、袴南側諸蕊約， 17の各点

で穂鎖数、髄静数共に少なし頓向にあったこの額向同湾内の位震というよりは、調査£長 

14を徐き斑づj(})多少と関車するものと考えられた唱 
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F.タイラギ資源調査� 

(1)浮遊幼生

タイラギの浮遊幼生については平戒6""'8年に図� 18~こ示す S 地点で干潮時・満潮時(平成 

s年は溝瀬即コみ)のよ麗・底麗の調査を実臨した骨

幼生の探集はポンプ{イワキ船一祐史哲を舟い、上麗� f梅面下回及び底麗舗誌面上

1m)の 2麗よりそれぞれ� 180L採水し、船上でブランクトンネット縄問:臨13)でろ過し

試料とした。この欝査ではアカガイ型、イガイ盤、ナミマガシワ型、ユキミノ型、カキ型、

アサジ型等の幼生も問時に出現した。タイラギ幼生の同定は、穀漬期幼生について、輪郭、

大きさ、車み、殻の表記の彫刻、色合いなどの諸点に着目し、住糞県有明水産試験場から入

手した標本や問中(1979) 6)を基に実櫨した(問中によるとタイラギ幼生は成長とともに形が

変わるとされており、佐賀県有明水産試験場からは色々な成長過程にある標本の提供を受け

た。ここに謝意を表す。)。結果の詳細は調資盟表か2""'4(205--219貰)に示ず通りである。� 

a 

19 

a 

一明� 

& 

14 

a 

18 a 

17 ns
a 
20 

国� 18 浮遊幼生 諦 査 点 


億総長の正確な位量は調資班表� 11(お8持参照のこと)


満潮時と干潮時における浮遊幼生の出現総見は表� 11に示ずように平成8年と� 7年の結果

から満期待に多刊現向があった。次に上層と車場の出現状況を比較すると、表� 12に示宇よ

うに悲麗で多かった。満潮時の底層における出現制兄を調五点毎にみると、表� 13に示すよ

うに明或5年には調査長1，号、平成7年には調盃長� 1，5，B、平戒8年には灘五夜1，5，14，18，19，B 

で多く、全体としてみると諌単湾溝口部で多し呼噴均があった。出現数が多方亙ったのは、平成� 

6年は8月� 7，8缶、平成7年は8月� 13.30日、平成S年は7丹� 16.30日で、年によち若干の� 
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相違があるが、� 7月中旬から8J!京に糾ずで多いものと考えられた

表� 11 タイラギ母遊説生の潮時期出現拘兄

搬牽日 i 平械6年 平成7年� 

平構� I7/8 7/22 8/7， 8 I7/14 7/30 8/13 8/30 I7/16 
議擁詩� I1 6 14 2 7 20 1錨� 259
子類時� I2 2 2 1 6 5 

窃念総弘会運仕屠と底諸島の平均値を示した。

表� 12 タイラ明手遊幼生の潜思出現状況縛議時)

語牽箆 i 弔或6年 ; 平或7年 ! 
扇� I7/8 7/22. 8/7.8 I7/14 7/30 8/13 8/30 I7/16 
対議(制� I2企3 25. 8 28. 3 I23. 8 24.9 26‘g - 123.5 
上越� I0 0 6 0 1 2 - I108 

単位:錆熱材

平成S年� 

7/30 8/13 

117 1 

単泣:個体制� 

平議8年� 

7/30 8/13 
26.9 	 初予� 1 
60 0 側一……


  
aa--j底護� I2 11 23 I 4 13 37 108ぇ� 1411 174 2 

間全地長の平均箆を示した。

表� 13 タイラキ浮遊幼生の課蕊長別出現開廷錦繍時・底麗〕
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以上の結果からみると、諌早湾内における浮遊幼生は、� 7月中旬......... 8月末までの満潮時に

よ麗よりは底壌で多く、水朝協こは湾奥よりも湾口部でか懐!旬を示した。

このような出現出部内棟早湾内の淳遊幼生は上げ潮に伴って湾外から犠給され、その密

度は有明襟湾奥部の佐賀県海域(島崎・杉票・山下J19837))と大差ないと窓おれたd 諌早

湾北おける湾遊説生の出現は� 7.........8月に多くこの期間内で浮遊幼生の出現感期は年によって

lヶ月程度の避があった。� 

38 



『 鴫 を - 唱一一…

(2)蕃底稚良

貝額の着蔵種良識査は平成6-8年に圏� 19に示す12地点マ?った。

平成6年iこは、� 8 s331日寸丹� 2Sにかけて、スミス・マッキンタイヤ要銀泥器〈グラブ

まむを用い、� 0.1nr採混し、百合い邸G46(0.金m)のネット地で作戒したふるいよに残った

./ -s330 SS" 8 4-5ヲ8)年と間様の方法によ号、6年には、平成7平成d生物を獣料とした� 

2月2倍、� 10月2-3Sの3断?った。両年ともタイラギ稚貝を謀集できなかったが、この理

出として、稚貝の着底密度の低さ付限分布域の局在化などが考えられた唱そこで、平成� s
2年には、採泥方法を変更し、グラブ式では探泥萄積を� 0.25mに広げるとともに、ポンプによ

ち採混苗讃を� 1 mZとする方法も併用し、� 7月� 25....... 26臣、� 8 s.I20-紅白及び2月� 19認の3回

調査を行った。結果の諒綿は額資理衰7--1-4(220....... 222跨に示すとおちである。� 
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図19 蕃悲稚貝諜査点

領龍点の正確な位置は調資E表� 11(288民参照のこと)� 
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平戒� 6，7年の調査ではタイラギ稚員は採集されなかった。 しかし、サノレポクが平成� 8年

の髄査で衰� 14にみもれように髄琵長4，5，6，17で採集された。

表� 14 サルポウ、クマサノレポウの擁黛肉兄

鵠資年月ヨ;王将齢年8月31sサ月�  2日

単 位:償保r:/rJ� 

種動調査e長 一-
サノレボウ類 o

4
一お

8
一お

5
∞一

三
郎山間一。

S 1 1  14 

o 0 0 

霊t)o. 1IIf採集結来を1IIf当たりiζ換算した@

平成8年の結果iま表団、� 16に示す通りである。

ポンプ犠集では表誌に示すように、� 7月には各鵠査点とも稀貝が出現し合計は223信体で

あった。これらの稚貝は設長0.5"""0.7臨の原殻及て薦銭� 1--.，3阻の角桂震の薄む、新生態肪滑

張しており、着車関もない稚良と推定された。

採集稚員数は諒盃長1溝口部北錨〉で最も多く、調盃長6，11，BU奪口部から海中央部〉

がこれに次いたこれらの稚即こは、写真� 1('閥資Eの写真 7-1、 223~:綿貫)に示すよう

に、権底のヂトライタスiこ絡みあった個体も観察された。� しかし、� 8月には、譲査点� 5(湾

2蔀甫1JW)て潜長の平均� 164m邸、標措偏差生滋mmの稚員が� 17催、� 9月には、誤差忌長5幽� 

で� l儲棒銀援1.6mm)が採集されたのみで激減した。

表15 ポンプによるタイラギ稚震の採集抹説明布賠年)

o 
o 
o 
o 

o 
o 

識東月 7JJ 25，26日 8足20，21日

艶蕊保� 生員 遺骸 生箆 遺骸� 

1 153 坐� o 0 

4 3 11 o 2 

5 6 6 17 10 
6 14 2 3 

P 3 5 0 
9 2 3 0 

11 10 2 1 

14 4 6 o 0 

17 9 2 0 

3 19 13 0 

合計�  223 91 17 16 

時一明一。
 
7
お

2
ぬ

0

1

2

0
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一越

靴
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9
娘一

 

0

0

1

0

0

0

0

一 
制適麟ま器取教で脅1激した。
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了二三て二一寸

1996年7月採集

競査，~1

着車直接の稚員� 

1間停7月採集

讃査，記

着悲藍後の稚貝

見知鴇底上の

デトライタスに

絡みついている

写真1 着車種員�  

澄骸の全雅真に対する割合は� 7 A25-26臼29.0%、8A20-21日48.5弘、雪月� 19呂� 

98.0弘と生良の減少と反対に増加していた。

グラブ式採集� (0.25or採沼では表 �  16に示すように7月には調蕊誕6揮で着底直後の隠体

捜賎1.6服)4伽翠撲され、� 8Aには鴇軍部で殻長20服程変の個体治司祭集されたが、� 

2月に財眼は探集されなかった。食員と問時に遺骸も採集され、封践に占める害拾は� 7

月� 25-26自94.7弘、� 8月� 20-21詔89.5弘、� 2月� 19日l∞%であった。� 
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表団 スミス・マフキン開笠採摺~(r77到によるタイラ蒋議員広場機版科磁器部)

懇査月
鰭意義� 

4 

5 
6 
g吃� 

9 

11 

14 
17 

B 
合計�  

7月25，26院

生貝 進撃実� 

o 24 
o 0 
o 20 
o 4 
4 24 
o 0 

o 0 

o 0 

o .0 

o 0 

4 72 

8 ~ 20，21自

生民 連接� 
o 8 
o 0 

8 24 
o 20 
o 16 

o 0 

o 0 

o 0 

o 0 

o 0 

S 悌

主主� O.おd採集純泉を抵当たりむ換算した。遺蘇は語頭¢場穴新教した

サ/レボウ懇の稚貝については、表� 17，こ示すようにポンブ式グラブ式謝こかなりの調査

点で採集されたが、ポンプ弐のほうカ務集数は多かった喧何れJの方訟でも採集数は、� 9月に

減沙したが、 これはタイラギの減少がs月にみられたのに此般するとやキ蝿会りた。

表17 ポンフ京びグラブ式伝ミス・マ升シタイ明賠‘によるサルポウ・クマサノレポウ

稚民の繍超党情僻}
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207 44 

8月20，21鈎
~./ブ味 グラブ弐� 

15 0 
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2 4 

36 0 

713 6悌� 

o 0 

1 12 
110 12 
o 0 
12 8 

欲)6� 732 

醤グラブ喝なO.双ぽ採集結果をur当たりむ換算した。

以上の結果から、棟割警内においてタイラ務棋は、湾央部i酬を中心iこ揺晶、範囲で蕃

患していることが分かったα 務員の着底については、サノレボウ、ク?サノレボウ共iこ同様のこ

とが設える。ただ、タイラギでは時期の潜行とともに生貝は減少し、遺骸は増加、吉見には� 
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生貝は殆ど採集されなくな号、大きし減耗か潜めちれた。 

(3)幼・成貝 

1)現存量

タイラギの現存議調査は図 20に示す 24地点で平戎 3年~平成 S年ι行った。

平成 3年かち平戎 5年にかけては潜水器鯨業者による 10分間療捕によってタイラギを

採集した。平戒 6、7年には幼買の資源探謹のため 10分間接播では幼貝を採集せず目視に

止め或貝さと採捕し、宗捻、ぽ仲内て全量捺捕調査を行った咽平成 S年は lmZ枠内での全量

協商調査のみ符った。
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題 20 タイラギ等異類資源開牽春、


窃総長の正確立設置は調資麗表 11(2部跨参票、のこと)


タイラギの現葬量調査締果の詳細ま調資E表 8-1吋 (225-250売の通りである。その

経年変化を表 18及U咽 21-1.2，こ示す。

平成 3年から平成 5年にかけての採捕数を比較すると、平成 4年にやキ減少した後、

事戒 5年に大きく誠少した。平成 6-8年は調査方訟を変更しているためこの後の変化を

問ーの基準で論むることはできないが、事成 6年には湾民蔀の調混在 2，5，6'で幼員が多

数港水雲師業者の隠視により確認され、この柄引説量員会靖鰯司に生育していたと考えられ 
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調資期日:平成?年11月14-17際
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図21-1 タイラギ現存量欝査の年別般長組成(生貝・遺骸全妻女、� 10分間欝オ等斡)� 
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ポウについては拠ベ頃献鴇められた。
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2)現存嚢追踊課査

幼・成員の現帯葉遣静穏査につしては、議オd時業者との話し合いにより関� 22に未す

とおり、湾口部北側に� 2点、高部Hこ2点に課牽夜を定め、旗査時ごとに� 1ti枠を設定し、

枠内の全量採携議査をえ� 3月及び5月から� S月までの各足に� l酪子い、その詳締は調資

盛衰8-7(251---260頁)に示し、動ちして表� 21及叩2Q23に示す。

生育数段、� 2，3月には殆と宮北はなかったが、� 5，6足にはやや減少額向を来した後、� 7 

Rに大きく減少し、� 8sJもその傾向は続いた。遺骸は生長の減少につれて増加しなかった

が、これは、第死員が逸散するためと思Jつれた唱

灘受堤筋

•
6' 

•5 

国� 22 幼・成員現存義埠蹴鴇至記長� 

信総長の正確な位罷は調資盟表� 11(288頁)参照ぬこと〉

表� 21 タイラギ擦揚数の経丹変化〈ぽ傑捕} (事戒8年〉

調査月詣� 2月15日� 3 jj1日� 5月27日� 6 jj2 日264， 7jj24陸� 8jj23日

調進長 生民 灘骸 生員 選議 生累 遺骸 生熊 遺骸 生貝 遺骸 生員 選草案

北� A-6 

側 6' 
18 11 

3 3 

20 11 

4 2 

5 11 

4 2 

11 19 

4 γ 
2 2 

l l 

l 

O 

南� 5 認� O 3 G 5 3 O 2 1 2 O 3 

.IJ{員 02 42 4 関� 1 39 5 23 G 7 3 

合軒�  85 18 87 14 53 21 38 抱� 11 6 4 6 
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以上の結果から平成8年の現存量追跡調査では、� 7月以降に採捕蜘2激減し、この頃に繁

死が発生したものと思ゐれたq

3)貝柱重量

平成� 3-8年に採捕されたタイラギの全重量、貝柱重量、及び貝柱歩留り(員柱重量/

全重量おの結果の詳細は調資E表� 8-1-6(225-250頁)の通りであり、これをまとめると

表� 22に示す通りである。

平成6、7年は� 10分間の成員採捕と� l皿Z枠の全量採捕の方法でタイラギを採捕している

が、ここでは、採捕したタイラギ全ての測定結果を用いている。

各年の採捕タイラギの貝柱歩留りをみると、平成� 3-4年の貝柱歩留りは平均� 9.3-

10.側、平成� 5吋年の貝柱歩留りは平均5.0へ-6.7首、平成7-8年の員柱歩留りは平均7.1 

-9.5覧であったq

山下・島崎・杉原(1982)8)によれば、有明海湾奥部でのタイラギの歩留りについて、夏

季には産抑のためと思ゐれるが、貝柱歩留りは最も低く� 3耀度まて瀕沙するが、秋~冬に

は7-10怖にまで増加する季節約変動があることを述べている。

このような知見と諌早湾内の調査結果を比較してみると、平成5、6年の員柱歩留りは� 

5--6高台であり低かったが、他の年度の員往歩留りは特に低いものではなかったq 平成� 6

年以降は大浬!貝カりPなく、漁獲の対象となる大きさのものは少な方通った。

表� 22 タイラギの年~IJ頁柱歩留り

年 全重量(忌 貝柱重量ω 歩留り� 00 殻長岡 備 考

平戒3年
(10分間潜水採捕

最小� 

最大� 

16 

570 57 

2.9 

22.2 

114 

3∞ 
個体数� 184 

平均� 219::!:129.5 21土12.7 10.4+3.8 204+41.9 

平戒4年 最小� 70 5 4.8 l印 個体数� 135 
(10分間潜ふ採捕 最大� 770 76 16.1 315 

平均� 331:!:136.6 初� +14.3 9. 3:!:2.3 241::!:30.6 

平成5年 最小� 4.5 0.6 3.0 81 個体数� 57 
(10分間潜水採捕 最大� 75 7 1. 44.2 13.3 295 

平均� 354.9:!:192. 7 20.4土10.5 6. 7:!:2. 4 242:!:姐.4

平成6年 最小� 1.5 0.1 2.3 59 個体数� 36 
(10分間劇場輔、 最大 必5.9 25.3 9. 7 291 

1mz枠楳捕合苦|う 平均� 136. 5::!:17 8 1. 7.7+9.6 1.5.0+ 7 162+90.2 

平成7年 最小� 1 9 1. 0.2 0.4 94 個体数� 267 
(10分間潜水採捕、 最大� 494.8 4 1 1. 25.1 羽4 

1m2将棋措合昔十)

平成7年

平均� 

最小� 

89. O::!:80. 4 

1 9 1. 

8.2+6.9 

0.2 

9.5士3.6 

0.4 

177:!:34.1 

94 個体数� l∞
(ぽ梓樹高) 最大� 137.0 18.8 17.4 辺5

平均� 54.1土19.2 5. 0:t3. 0 8. 9:!:3. 7 156:!:19.3 

平戒8年 最小� 6.4 0.3 2.8 89 個体数� 25 
(lnt枠採捕) 最大� 665.5 42.5 12.7 282 

平均� 184. 7:!:234.2 11. 9:!: 14.0 7.1:!:2.3 162::!:74.8 

主自歩留りは貝柱重量/全重量Xl∞で示した。� 
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4)黒斑及主規孔性多毛類

タイラギ殻内の黒斑の出現率は平成4--8年に謁悲した。斡知立平成4，5年は� 10分間採

捕で得た全額体、明~6""""8 年辻 1 m2採捧鵠査の枠内で得た釘罰体について黒斑出現率を

諦査したその結果の詳細は調資盟表的吋(230--250烏の通ちである。その結果をど要

約すると濃23に示す通りであるc

黒斑出現率は生頁仏3弘、遺骸61.9誌と遺骸の方が高かっ色。さらに、生員で大霊長

告接� 150mm以上、� l年員以上〉では� 51.8%、4型兵(当才員と� 1年貝)では� 14.5弘、遺

按で大型長では74.6%、4型員では34.-3%といずれも大型員の方が高い出現率を示した。

佐糞果、短開県の有嘆擦で穿孔性多毛類の着生率は多い地長で1∞%、平均82%と報告さ

れており(島崎・杉原・山下"1983 7)) 、あきら会斗こ諌阜湾よち高い。この点かち考え、

漁獲に至ちない租までに驚掠水準を低下させた要因で為るとは蓄えな同諌早湾のタイラ

ギiこ寄生する競投多毛類はPolydora農の� 3タイプ持鱗された〈穫の査定はついては菌

立科明専物舘の今島英博士の同定によった。ここに謝意を表す。)。 告轍聾表8-8-10(261 

-269跨)

表� 23 黒斑の出現;提克

遺 骸

髄捧数議斑僻体黒斑出現率� 

生 民

髄体数黒斑個体黒斑出現調停� 

H4 会普十� 56 37 侃 l 

く150nm 
139 76 54.7 

14 6 42.9 

>15(加 

1 1 1∞.0 
4之� 31 13.8 

Eま5 合計

138 75 54.3 

20 16 肌� 0 

く15Or:阻 

国� 41 70. 7 

5 2 40.0 -

>15(泌 

3 o 0.0 

12 11 91.7 

話8 合計� 

55 41 74..5 

3 お.3 

く150nm 
20 O 0.0 

20 O 0.0 2 O 0.0 

>1劫磁�  o O ー� l 100.0 

H7 合計� 21 8 認.1 

く15CA盟 

101 22 21.8 

32 8 25.0 11 3 27.3 

>15伐田� 10 5 印.0 

E岳 合計� 

69 14 20.3 

5 3 60.0 

く1京総�  

25 13 52.0 

3 l お.3 

>15Or:悶 
13 1 7.7 

2 2 l∞.0 

託4 合計� 

12 12 l∞.0 

105 65 6 9343 152 44.3 

~ く1的取 的� 10 14.5 35 12 34.3 

67 部� 74..68 1. 274 142 5H8 >1加盟� 

1. 

組1.平成4，� 5積立10分時糊、平或器内@年ttJ.ni!擦矯

ゑ平成5年は犠援連繋3個体を脚、ている場� 
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計五え熟度

翼査は平戎7，8年に行い、その結果の訴絡は讃資E表幸一1，2(270......271頁)の通ちである。

その結果を要約すると表� 24に示字通りである。平成?年は� 6，7，色丹、平成� s年は� 5，6，7，8

月に譲査を行った。

生殖巣を含んだ内臓嚢重量の経時変化、生殖巣の外観観謀、組織観察の結果から、諌早

湾内でのタイラギは湾内でも鹿卵しており、� 6月中旬から� 8月上旬までが産卵盛期である

とみられた。

平成8年には殻長� 200mn以下の l歳群と特えられる4型貝しカ採集されなかったが、こ

れらが全て成熟しており、現在の諌早縄内のタイラギは l 識群から郵ß~こ加入すること、

生物学告な最小形は少なくとも殻長� 13加であった。

表� 24 タイラギの生薙巣発津間克

単位:領体

雄 欄�  ! 雄輔
年 成諜額 放出期 靖子期 成懇繍 故福期 選守男� 

6月� 613 
註7 7 f:l413 

9 f:l313 

7 

3 2 
5 

3 
5 

5 

5 f:l2713 
fお� 6 f:l2 26 4， 13 

7 f:l2413 
8月2313 

生� 

4 
3 

3 

6 
6 
7 

2 4 

越生議巣の発濠密藩区分と発建設鰭詰我伺量り

発灘摺饗 生殖細臨及て潟蹴匙ぴ伏悠

雌@関 雄輔船

成製棚 欄笹間指摺ちしたS隅綱吉で苅背し、卵胸部也 鴻胞蹄法敏射制ζ策合した精子で充満する。樹包

体却問締胞で究講した獅住で占められる。戸この 照臓部川崎掠灘掛脚糟偲細胞令欄糊包がみら

発達段階晴朗でt:l::周縁部にみられる卵母細飽 れる。この発瀦綴織的核抑では精巣の断溜榔こ占

は滅胞上皮と癒合した後期の成長郷関鶏脆であ める糊駒比網棚，、後綿となると、師会体

る。 治精子で苅貸した編闘で占められる。

放誌側 湖鑓讃こ制御コ放出による担壌がみられ内放出さ 泊麓蹄こは精子の故出による搭錫除去みら払放出

れ点仇ft.成熟縛罪母繍包河野する.温路間韓 され制円た精子治明伊ずるe 減給熊縁部10摺

翻こi捕糊綿織包砂業みられる.温慰安欝母務職穆数みられる。油機出鱗し、機締

結し、� 9瞬新富に占める襲告訴邑くなる。� tこ占める掛樹訴訟くなる。� 

i駁宮殿 端� E話会婆織しj積轡積ilこ占める害治会事低くなるe 猫趨之さらに務織し、機嫌断演に占める家恰も器

機智勝残栂肢が犠鵠綾部こ費存した成長期 くなる泊穏諮問販精子i;:J滋漁船穂められる。
卵母線畿には犠勝翠められる。 鴻胞腐縁部に沈静特鍔織鍛移数みられる。

総司嚇鱒学水産智彦鴇錦繍を参考，.:1臨課金裏話こ械� 
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G. 参道宇奈料

諌早湾の環境に関連する要素として、台風・赤潮などもあるがこれらが水産業に大きく

影響したという記録がなく、今回のタイラギ資源減少と明瞭な関連を見い出すことはでき

な治めたここでは参考資料として調資ill(292"'-'299亮に特記した。� 

H.摘要

諌早湾におけるタイラギ資源の減少について原閣を明らかにするため平成5年から平成� 

8年に加すて頭査した結果を要約すると、次防護りである。� 

1) 	 有明帯におけるタイラギ滑漉量はこれまでにも大きい変動を示してきたしかし、平

府年にタイラギ資諒が対叢に減少し、平成5年東以持艶埼朝時でみられている操業でき

ないまでに資謀水準が落ち込んfさ匙象i士、これまでとは性賞を異にする現象ではないか

と考えられる。� 

2) 	 諌早湾干拓事業に停う工事は平成4年度》ら本格化し、諌早湾の海況に影響すると考

えられる諾作業が埠御した。平蜘年度までに工事こ使用した主な材料の石材・砂は総

持切50万m3 に遺しむ� 

3) 	 諌早湾の滴言5・流速の測定とその欝業構粧結果から、湾内流況には額汐流が卓越し、� 

12時間笥期例主護流が存在しており、有明海全捧における流況糊生とほぼ同様であった。

底層でも3Ocm/s以上の流速があった骨� 

4) 水謹・塩分の連続観讃H欝査から水温・壇分の変化は、半日周期の上昇・下韓を繰り遮

して潮汐と間関する。委譲分布識査から水粉糠い方で高経分になる傾向があり、こ

れは、期汐読によって下麗に湾外水が流入することを示すもので、底麗流視の大きさ

とも関車ずる現象と恵オつれる。また、外気温の影響を受けるよ層水混と影響の少ない

湾外水混との差が大きげ月に大和、鉛葺差点鴇められたものと考えられるq 

5) 	 怠層水の洋遊物質量側、捧掛金浮遊物質量(VSS)、溶存酸素量制)の翻筋書

果から、各調査点で、� ssは� 4. 7"'-'58.0 rng/Lの広い範顕の鍍老示し、� V岱/SSは� 0.230吋.�  

253であった。∞は4.3四� IL以上の概ね長女子な笹を示したが、平成G年に調査長� 11，14， 
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81、平成?年に読牽長7で低川重治議議された。� 

6) 	 底質について、粒賂誠と強鮪糧、� COD、硫化物の分考?を実施した。路長50%以

下の砂質構珪は謁至己点� 4，5，B (富知中の湾口高織と調五点 6"(新開涼沖の湾員組協!D

に、路湖0%以上の器質権底は読盃札� 14(湾北錦、調査点 6(誇中央部)、調査長 

9，17 (湾南側)にみちれた都掛俳場所では、麗質に占める務長の都合に大きし変

化はなかったが、略法講戒するシノレト分と粘土分のうち、粒子が小さい結土先W審!拾

が平脚""'"'8年にかけて埼訪日し、これらの場所における底質の毒蹴倒ミ推察された。強熱

減量、� COD、硫f樹立有明海湾奥部の特徴を示した。� 

7) 	 底生生物

持1月織の湾実域と諌早縄では、諌早湾の方が種類数、個体数共に少なかったが、これ

は、開海域における器質の相違犯舛による変動も影響してしもと思ゐれる。

種類数、個体数の鎮向は、湾内の金量というよりは、調査忌長14を院、約示の多少と

関車するものと考えられた。� 

8) 	 タイラギ資漉親査

浮遊幼生は湾民妻豆満潮時及び悲署に多く出現し、その出現時期ば7月中旬""'"'8月末

にかけて多いものと考えられた。着底産後と思ゐれるタイラ押隊員はポンフ官採集法に

より容易に謀議でき、毎年7""8月、広範踏に出現することが推定できる。

タイラギ現存量調査かも、平成伴から平癒年iこかけて現容を確認した地窓会主減少し

ており、資源水準の低下を来している。さらに、幼・成貝の現存葉渚跡調査かち7足立

障に現存量坊主大きく器下すること務きかった。すなわち、幼生i土着患するものの、馨悲

民は激減し、加えて生き残った貝も懇俸の7見以降に大きく低下した。� 

9) 	 タイラギ長在の歩留りは平鵜~停で平均� 9.3""'"'10.4%、平感吋年で� 5.0へ-6.7弘、

平按7-8年で� 7.1-8.9%であった。� 

10) 殻内の患提出現率は生真純� 3%、遺骸で札� 9%と遺骨コ方が高く、生菜の大型貝(殻

長150mm以上〉で� 51.8%、A型貝償娘150訟盤以下〉で� 14.5拾であり、遺擦では大

型良 74.6%、づ哲郎~ 34.3誌といずれも大型員が高かったq 

11) 	 生殖巣を含んだ内臓難重量、生殖巣の外観及持議践を観察した結果、成員罷体の卵巣� 
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可

が成熟し産抑する盛期は6月中制羽月上旬までと推察された。

平潟年の結果より現在の諜車湾内のタイラギは 1歳群から生殖巣が成熟し、産9時

動に参加すると考えられた唱 
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平成伊手の結果より現在の諌早湾内のタイラ明記歳群から生殖業主主成教し、護軍書活動

に参加すると考えられた. 

1.考察

エ〉 旗竿拷におけるタイラギ資諒減少について

有明樽のタイラギ資諒は2転覆統計からみると各乗の捺獲量ともこれまでに大きい変動


を示しており、タイラギは環環条件記よって驚源水準が影響を受けやすい種と言える。し


かし、平勝年度以降長時宵明〈棟串鴻)で見られているような、操業ができない程度に紫


椋水準治叫低下し、それが現在に韮るまで長年にわたって続いているような例は、諌早湾の


みでなく佐費、毎間両県でもこれまでに見られたことは今い。このことから近年の諌早湾


におけるタイラギ糞震の競合はこれまでが対空霊を異にする現象ではなし、かと考えられ


る。


検業が成立しない程に糞掠水準b苛まくな号、これ主守宅年間も続いていることに関し、最


初の資糠水準の低下時IJとして、{跡準紳慨している原器として、先す努注の添方議騰


は問鰐があるのではなし、かとしづ焼問が生じる。この点については、今回の調査では、練


早府内において、浮遊幼生が佐賀県織域での調査結果7)以上の密度で観察され、着底も広


し、範臨で確認されている。このことから諌早湾においては、タイラギの資源水準は低いが、


幼強の供給は佐賀県と間韓疫にはあるものと宇鯨ずることができる。


きたに着怠後についてみると、審厨議員は持需の態語と共iζ激減したa おえて、現存量規


査から、む--1才員は見られても、 2才員になる以前に大きく減耗し、その書事務ま7月頃と推


察窓れた。着底稚員の減耗が大きい点は住賀黒海境でも開様であるが、諌早誇の場合民は


減純が稚貝に止まらず、幼・成員にまで常縦して起こることから、これらの減耗が諌早拷


におけるタイラギ資糠獄少の大きい原因と思われた


そこで、諜早請におけるタイラギ資源減少の原因を明らかiこするためには、上述した減


粍と環境との関認を解明することが重要な課題になる。
 
i・『馳田知白山町- ど

とキずお的中iト半-f;'.メ q必.  
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2) タイラギ資源棋少と環境要因との関部

タイラギ資源に影響を及ぼすと思われる環境饗閣として底層流況、水温、堪分、底謹水

質、底質、穿孔性多喝類簿の調査を行うと共に葬織との関係についても議討した.その結

果、平成、7年夏の調査時に一部の露五長で確認された低酸素木、泥分の多し、海壊で克ら

れた平成5年以誇の悲紫の線粒{とがタイラギの鰐E'こ額保した環境要霞ではないかという

疑問が残った。

低酸素水については、タイラギのS鞍 EJこ直機影響が及ぶと思われる環境問午であり、諌

早鴻のように干満避が大きく潮汐流が速い海域で認められたことは注目すべき事英と思

われた。ただ、低蟻紫水が観擦された調至盃E長とタイラギ現現.存鑑が減少した輯琵事

ていないこと、低薮索オくが認められたのは平成6，7年のー噴きの謁査長のみであ号、誌、めら

れ設かった平或S年においてもタイラギ辻舞死していることなどから、諌早再全域におい

て議続発して発生しているタイラギ艶死との霞果額係を説明することはできなかった句

保分が多い海患で見られた底質の籍取イ出土、タイラギの鈍死に直強結びつくとは思えな-

いが、もし細粒化がタイラギの生宵にとって重要な意味合もつ底質の安定性を欠いた結果

として起こったとすすUま、タイラギの鱒抗:原因乙結びつく可能性が考えられた.この時期

に醗早湾で底質の不安定化が躍さるとすれば、務51こ宋すように平成4年度からの平持事

業による影響が考えられる。工事iこ伴う望寄りの発生と採若手摺結におけるま賞の緑樹とは

帯主以酷から予想されたため、これを拐ぐ霞的でグラブ凌諜工法の採用及び工事離の運航

航絡や時間の規制等の対策が施されてきた。その結果として、鋲砂工事の影響は最小限に

抑えられたが、運搬船の通過後に潤1oJ~;.発生するとし、う神謀者の指摘等から資材運捌討の

通行による影響にっし、て馳念があったa この点については、平成忘年から底居水中の犯とV 

SS~iル〈、両者の割合、年号場所による変化等について検討したが、場所による特散キ咋

による増力揮に一定刻舞金:は認められず、運搬船の遺ffと濁りの発生との欝援と共に、詫

分の多い地主でのま衰の紹粒化、ひいては忠実の不安定犯が起こったかどうかについても

明らかiこすることは出来なかったe

五人tこのように程酸素水については、練明湾全域でタイラギ告と鱒死させるような広がり

と鎚慨を来したのかどうか、細粒化はついては、どのような組I!J.て姐こり、どのようにタ

イラギの鯨死に関係したのか停について事実関係を明らかにすることは出来なかった。

諌車持はおいて平蔚年度にタイラギ捜護量が大曜に減少し、平成お年邸機の資諒水準

の法下はこれまでとはやや異なり、何らかの新たな負の要箆が畿いた奇襲性が考えられた.

今盟の欝査では、震前コ観妻、通常の方誌はよって関需が予想される要閣について可能な

鰻り 3時疫をとしたが、国果関係を持つ節子を明らかにすることは出来なかった。このこと也、 
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タイラギの館主的聞の髄方法型把捜することが出来なかったよう崎耕輔襲

閣によって左右されていること安示q愛しているものと患ゐれる. ふ-7t 争~~

袈お糠早誇における干搭工事の実施設況と紙質及びタイラギ資獄
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J.おわりに

今国の鵠査;立、諌早湾にお吟るタイラギ資源減少に関捺する環境要国宏明らかにし、そ

の環境要因を分して、干拓工事がタイラギ資概減少に影響を及ぼしたかどうかを検討する

ために実施した.しかし、前述したような幾つかの環境要習について庭問カ明たれるもの

の、今回得もれた変化の範留では縄死との臨果関係と共はタイラギ資源減少記対する干拓

工事の影響も明らかにならなかった.

諌早湾においては、現在もなおタイラギの休棟、状態が続き、近年は住賞、福間岡県換壊

においても開擦な掠少が見られており.これらの原因究明は以前にも増して護要な課題に

なりつつあるω 今回の錦査から、タイラギを能死窓せるような不良な環境要閣の発生と持

続、移動の様子をどのようにして把揖するかという調査を進める上で最も基礎むなる部分

に検討すべき課題会移いこと均等議感された。

有明滋全域に広がり、更に重要性寄託増しているタイラギ資諜の減少問題を解明するには、

遊関な調資腎まの開発と共立調査体制の確立を阜急iこ取り組まなければならない.諌早湾ω

における抜本的な対策は、このような披討結果に基づいて弓能とな宗左考えられる.

しかしながち、平成5年から休糠状態を斜義なくされている湾内ι伊イラギ潜水器融業

者の議識経営不振の諮痴化と生活本安に君、いをいた守之容に、現時京、で考えられる湾内視

業の振興対策を早期に実権することが肝要である.この点については、先般発起した諌早

湾地域資濃鱗i括用撫す協議会の場を通じ、諌早湾の掃業者及び菌、県、関係市暫が一体

となり、湾内のタイラギ等箆要貝類の増幾殖、機域環境の改器対案などを中心に揺えた総

合的な水産援興対策に積極的に取り組むことカ吃護である. 

マ事吋 

P. 尋
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